
　
高
山
は
、
険
し
い
山
や
深
い
谷

に
隔
て
ら
れ
た
土
地
で
あ
り
な
が

ら
、
古
く
は
縄
文
時
代
よ
り
、
信

州
、
美
濃
、
越
前
、
越
中
と
四
方

か
ら
の
文
化
が
押
し
寄
せ
発
展
し

て
き
ま
し
た
。

　
天
正
　
年
（
一
五
八
五
）
に
金

森
長
近
が
豊
臣
秀
吉
の
命
に
よ
り

飛
騨
を
平
定
し
、
天
神
山
（
現
在

の
城
山
）
に
城
を
築
き
ま
し
た
。

城
を
取
り
囲
む
高
台
を
武
家
地
、

一
段
低
い
と
こ
ろ
を
町
人
地
、
宮

川
を
西
の
防
衛
線
と
し
、
東
の
守

り
の
た
め
東
山
地
区
に
寺
社
地
を

配
し
、
ハ
シ
ゴ
の
よ
う
に
区
画
さ

れ
た
城
下
町
づ
く
り
を
行
い
ま
し

た
。
こ
う
し
て
現
在
の
高
山
市
の

基
礎
が
出
来
上
が
っ
た
の
で
す
。

　
し
か
し
近
代
的
な
発
展
か
ら
は
、

そ
れ
に
不
可
欠
な
交
通
網
と
い
う

点
に
お
い
て
、
取
り
残
さ
れ
た
陸

の
孤
島
で
し
た
。

　
昭
和
９
年
に
念
願
の
鉄
道
（
高

山
線
）
岐
阜
―
富
山
間
が
全
線
開

通
し
ア
ク
セ
ス
が
改
善
さ
れ
ま
し

た
が
、
発
展
の
期
待
も
束
の
間
、

昭
和
　
年
、
日
中
戦
争
・
太
平
洋

戦
争
突
入
に
よ
っ
て
叶
わ
な
く
な

り
ま
し
た
。
昭
和
　
年
８
月
２
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
は
、
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
に
爆
撃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
予
告
の
ビ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
が
ま
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
か
し
そ

の
約
２
週
間
後
の
　
日
、
終
戦
を

迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
戦
後
の
開
発
は
、
高
山
駅
の
設

置
に
伴
い
宮
川
の
西
側
を
中
心
に

拡
大
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
旧
来
の
市
街
地
で

あ
っ
た
東
側
は
、
戦
争
の
爆
撃
と

近
代
化
の
開
発
か
ら
奇
跡
的
に
免

れ
た
と
い
う
わ
け
で
す
。

　
戦
後
の
混
乱
が
収
ま
る
と
、
昭

和
　
年
代
後
半
か
ら
　
年
代
に
か

け
て
全
国
的
な
登
山
ブ
ー
ム
が
起

き
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
、
北
ア
ル

プ
ス
登
山
で
賑
わ
う
の
は
信
州
・

上
高
地
側
だ
け
で
し
た
が
、
高
山

線
開
通
に
よ
っ
て
飛
騨
側
か
ら
の

登
山
が
注
目
さ
れ
始
め
ま
す
。
す

る
と
、
高
山
駅
を
利
用
す
る
帰
り

の
登
山
客
が
列
車
を
待
つ
時
間
潰

し
に
高
山
の
町
を
散
策
し
、
予
期

せ
ず
豊
か
な
自
然
・
昔
の
町
並
み

・
伝
統
工
芸
が
残
っ
て
い
る
こ
と

に
気
づ
き
ま
す
。
そ
れ
は
語
り
継

が
れ
、
ま
た
、
著
名
人
や
文
化
人

が
メ
デ
ィ
ア
で
紹
介
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
そ
れ
を
目
当
て
に
高
山

を
訪
れ
る
人
が
次
第
に
増
え
て
い

っ
た
の
で
す
。

　
昭
和
　
年
に
は
国
鉄
が
、
高
度

経
済
成
長
に
よ
る
豊
か
な
物
質
文

明
と
引
き
換
え
に
失
わ
れ
つ
つ
あ
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観
光
都
市
「
高
山
市
」
の

　
　
　
　
　
　
　
な
り
た
ち

観
光
都
市
「
高
山
市
」
の

　
　
　
　
　
　
　
な
り
た
ち

３号

ま
り
で
す
。

　
も
っ
と
も
、
昭
和 

 

年
の
「
高

山
屋
台
保
存
会
」
発
足
・
昭
和
　

年
の
子
供
会
活
動
「
宮
川
に
清
流

を
」
開
始
・
昭
和 

 

年
の
「
上
三

之
町
町
並
保
存
会
」
結
成
…
と
、

地
域
住
民
の
自
発
的
保
存
活
動
は

以
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
活
動
は
、
お
よ
そ
高

山
祭
り
の
屋
台
組
（
や
た
い
ぐ
み
）

が
基
礎
に
な
っ
て
い
る
点
が
興
味

深
い
点
で
す
。
屋
台
組
と
は
、
屋

台
（
山
車
）
を
維
持
管
理
す
る
組

織
の
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
が
自
主

防
災
の
組
織
や
、
町
並
保
存
会
や

景
観
保
存
会
で
も
あ
る
こ
と
が
多

い
の
で
す
。

　
「
地
域
」
や
「
行
事
」
の
伝
統

的
な
組
織
が
密
接
に
関
係
し
合
い
、

行
政
と
連
携
し
て
支
え
て
い
る
の

が
、
高
山
市
の
町
並
保
存
・
景
観

保
存
活
動
の
特
徴
で
す
。

　
　
　
　
　

　
　
　
昨
年
、
高
山
市
の
景
観
に

　
　
関
す
る
注
目
す
べ
き
出
来
事

　
　
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

　
　
区
（
伝
建
地
区
）
内
に
あ
る

　
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
高
山
第
二
ビ

　
　
ル
屋
上
の
鉄
塔
撤
去
で
す
。

　
　
　
そ
も
そ
も
、
法
的
に
は
、

　
　
こ
の
鉄
塔
撤
去
の
義
務
は
あ

り
ま
せ
ん
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
が
住

民
の
希
望
を
受
け
入
れ
て
、
撤
去

に
踏
み
切
っ
た
の
で
す
。

　
ご
存
知
な
い
若
い
方
も
い
ら
っ

る
古
き
良
き
日
本
を
求
め
る
た
め
、

デ
ィ
ス
カ
バ
ー
ジ
ャ
パ
ン
と
い
う

全
国
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
女
性
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
雑

誌
「
ア
ン
ア
ン
」
「
ノ
ン
ノ
」
の

創
刊
に
よ
り
、
落
ち
着
い
た
町
並

み
・
静
か
な
宿
場
な
ど
が
若
い
女

性
を
中
心
に
観
光
地
と
し
て
注
目

さ
れ
始
め
ま
す
。
飛
騨
高
山
も
そ

れ
ら
の
ブ
ー
ム
に
乗
り
、
昭
和
　

年
に
は
年
間
　
万
人
程
で
あ
っ
た

観
光
客
数
は
、
わ
ず
か
数
年
で
　

万
人
に
手
が
届
く
ま
で
飛
躍
的
に

増
え
、
今
や
屈
指
の
観
光
地
で
す
。

（
現
在
は
約
　
万
人
）

　
し
か
し
高
山
市
と
て
高
度
経
済

成
長
期
（
昭
和 

 

年
頃
か
ら
昭
和

 
 

年
頃
）
の
開
発
ブ
ー
ム
の
中
、

観
光
都
市
と
し
て
発
展
す
る
反
面
、

現
在
は
市
街
地
の
中
心
で
清
流
を

た
た
え
る
宮
川
も
、
当
時
は
洗
濯

水
な
ど
の
家
庭
排
水
が
流
れ
込
む

ド
ブ
川
状
態
で
し
た
し
、
開
発
行

為
の
影
響
に
よ
る
歴
史
的
・
文
化

的
資
産
の
破
壊
が
問
題
視
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
昭
和 

 

年
に
制

定
さ
れ
た
の
が
高
山
市
市
街
地
景

観
保
存
条
例
で
あ
り
、
こ
れ
が
高

山
市
と
し
て
の
町
並
み
保
存
の
始

皆
様
か
ら
の
「
地
域
や
町
並
み
」
に
関
す
る
身
近
な
ニ
ュ
ー
ス
や
、
ご
意
見
、
ご
要
望
な
ど
、
各
保
存
会 

会
長
様 

ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い

お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
意
見
な
ど
は
、
編
集
し
て
本
誌
等
で
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す

13
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総合生活雑誌「暮らし
の手帖」の中で、飛騨
高山は全国に紹介され
た（S38.12号）

景観・住民・企業
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し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

の
鉄
塔
に
は
か
つ
て
、
レ
ン
ゲ
の

よ
う
な
ア
ン
テ
ナ
が
４
つ
付
い
て

い
ま
し
た
。

　
平
成
　
年
に
中
心
業
務
で
あ
っ

た
固
定
電
話
の
電
波
受
信
の
役
割

を
終
え
た
後
、
携
帯
電
話
の
受
信

用
と
し
て
、
ま
た
防
災
無
線
用
と

し
て
使
用
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後

ア
ン
テ
ナ
部
分
だ
け
が
取
り
外
さ

れ
、
近
年
見
慣
れ
た
姿
に
な
っ
た

と
い
う
わ
け
で
す
。

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ

が
建
設
さ
れ
た
の
は
昭
和
　
年
。

古
い
町
並
み
が
国
に
「
伝
建
地
区
」

選
定
を
受
け
た
昭
和
　
年
よ
り
前

の
こ
と
で
す
。

　
選
定
後
、
住
民
と
市
は
撤
去
も

し
く
は
移
転
を
要
請
し
て
き
ま
し

た
。
そ
し
て
昨
年
、
市
が
撤
去
費

用
の
半
額
を
負
担
す
る
こ
と
で
撤

去
の
合
意
に
い
た
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
は
新
聞
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
取
り
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。
「
疎
ま
れ
続
け
た
鉄
塔
が
、

よ
う
や
く
撤
去
さ
れ
る
」
と
報
じ

ら
れ
る
中
、
中
日
新
聞
飛
騨
版
で

は
「
建
設
さ
れ
た
当
時
は
、
住
民

に
と
っ
て
も
地
域
に
必
要
な
も
の

と
い
う
認
識
の
方
が
強
か
っ
た
」

と
い
う
市
景
観
町
並
保
存
連
合
会

長
の
川
上
氏
の
コ
メ
ン
ト
を
載
せ

て
い
ま
す
。

　
ま
さ
に
、
衣
食
足
り
て
礼
節
を

知
る
。
開
発
重
視
だ
っ
た
時
代
が

景
観
重
視
の
時
代
に
移
り
変
わ
る

こ
と
に
よ
っ
て
起
き
た
、
象
徴
の

よ
う
な
出
来
事
だ
と
言
え
る
で
し

ょ
う
。

　
そ
れ
は
、
生
活
環
境
が
満
た
さ

れ
、
周
り
を
眺
め
る
ゆ
と
り
が
出

来
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
こ
そ
の

「
気
づ
き
」
で
す
。
そ
こ
に
暮
ら

す
人
が
い
る
の
で
す
か
ら
、
必
要

に
応
じ
て
変
化
が
起
き
て
当
然
な

の
で
す
。
過
去
を
闇
雲
に
否
定
し

な
い
姿
勢
も
、
町
並
み
保
存
に
は

必
要
な
の
で
す
。

　
そ
の
よ
う
な
点
で
は
、
昨
年
保

存
会
が
視
察
旅
行
で
訪
ね
た
「
富

岡
製
糸
場
」
や
「
足
利
学
校
」
は
、

性
質
が
異
な
る
と
言
え
る
で
し
ょ

う
。

■
高
山
市
景
観
町
並
保
存
連
合
会

　
　
　
　
視
察
研
修
■
　

　
　
　
平
成
　
年
度
　
視
察
研
修

　
　
　
日
程
／
　
月
７
日
・
８
日

　
　
　
視
察
地
①
　
富
岡
製
糸
場

　
　
　
　
　
（
群
馬
県
富
岡
市
）

　
　
　
江
戸
時
代
　
年
以
上
に
わ

　
　
た
っ
て
続
い
た
鎖
国
を
や
め
、

　
　
欧
米
諸
国
と
の
国
交
を
再
開

し
た
　
世
紀
半
ば
、
国
力
の
差
を

目
の
当
た
り
に
し
た
明
治
政
府
は

生
糸
の
輸
出
を
強
化
し
列
強
に
追

い
付
こ
う
と
し
ま
す
。
急
増
し
た

輸
出
に
対
し
そ
れ
ま
で
の
前
近
代

的
な
生
産
法
を
見
直
し
、
明
治
政

府
は
フ
ラ
ン
ス
の
工
場
を
丸
ご
と

（
器
械
・
技
術
・
指
導
者
）
輸
入

し
ま
し
た
。
こ
う
し
て
開
設
し
た

の
が
、
最
新
器
械
を
備
え
た
官
営

模
範
工
場
（
政
府
経
営
モ
デ
ル
工

場
）
富
岡
製
糸
場
で
す
。

　
操
業
を
停
止
す
る
昭
和
　
年
ま

で
の
約
　
年
間
主
要
建
築
物
の
多

く
が
そ
の
ま
ま
使
わ
れ
て
き
た
文

化
遺
産
と
し
て
、
ま
た
、
日
本
の

技
術
の
革
新
・
交
流
を
軸
と
し
た

近
代
の
経
済
・
産
業
を
牽
引
し
た

産
業
遺
産
と
し
て
、
世
界
遺
産
登

録
を
め
ざ
す
取
り
組
み
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
視
察
地
②
　
桐
生
市
桐
生
新
町

　
　
　
　
　
（
群
馬
県
桐
生
市
）

　
　
　
織
物
産
業
を
中

　
　
心
に
発
展
し
た

　
　
桐
生
市
に
は
、

　
　
江
戸
末
期
か

　
　
ら
昭
和
初
期

　
　
に
至
る
、
蔵

　
　
造
り
や
町
家
、

　
　
大
谷
石
造
り
の

　
　
ノ
コ
ギ
リ
屋
根
工
場

　
　
な
ど
、
様
々
な
年
代

の
歴
史
的
建
造
物
が
数
多
く
残

っ
て
い
ま
す
。

　
一
昨
年
、
桐
生
市
桐
生
新
町
は

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

　
　
（
重
伝
建
地
区
）
に
選
定
さ

　
　
れ
ま
し
た
。

　
　
　
視
察
地
③
　
足
利
学
校

　
　
　
　
　
（
栃
木
県
足
利
市
）

　
　
　
足
利
学
校
は
、
最
盛
期
の

　
　
室
町
時
代
に
は
全
国
か
ら
３

　
　
千
人
の
学
生
を
集
め
た
と
い

　
　
　
　
　
わ
れ
る
、
日
本
最
古

　
　
　
　
　
の
総
合
大
学
で
す
。

　
　
　
　
　
　
儒
学
教
育
を
中
心

　
　
　
　
　
　
と
し
、
戦
乱
の
世

　
　
　
　
　
　
に
な
る
と
易
学
や

　
　
　
　
　
　
兵
学
と
い
っ
た
実

　
　
　
　
　
　
践
的
な
教
育
も
行

　
　
　
　
　
　
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
や
が
て
戦
の
無

　
　
　
　
　
　
い
平
和
な
江
戸
時

　
　
　
　
　
　
代
に
な
る
と
、
次

　
　
　
　
　
　
第
に
衰
え
、
明
治

　
　
　
　
　
　
５
年
に
廃
校
に
な

　
　
　
　
　
　
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
そ
の
直
後
か
ら

　
　
　
　
　
有
志
に
よ
る
保
存
運

　
　
　
　
　
動
が
展
開
さ
れ
、
郷

　
　
　
　
土
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
　

　
　
　
　
　
年
の
歳
月
を
要
し
平

　
　
　
　
成
２
年
、
江
戸
中
期
の

　
　
　
　
落
雷
に
よ
り
消
失
し
て

　
　
　
し
ま
っ
た
姿
が
復
元
さ
れ
、

一
般
開
放
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
足
利
市
で
は
、
足
利
学
校
跡
・

足
利
氏
の
菩
提
寺
鑁
阿
（
ば
ん
な
）

寺
・
樺
崎
寺
跡
の
３
つ
の
国
史
跡

の
世
界
遺
産
登
録
を
め
ざ
す
取
り

組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

アンテナ期

郷土出版「高山100景いまむかし」

鉄塔残留期撤去工事中撤去工事後

掲
載
に
あ
た
っ
て
は
、
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
取
り
扱
い
に
は
、
十
分
注
意
い
た
し
ま
す

次
号
は
　
月
発
行
予
定
　
　
各
部
会
の
活
動
報
告
・
ミ
ニ
知
識
コ
ー
ナ
ー
・
保
存
会
の
紹
介
：
：
な
ど

３

49

54

10

　　 富岡製糸場

　　　桐生新町

　　　足利学校

25
11

19

200

62

115

　　　　●
富岡製糸工場

高山
松本 高崎

長野

宇都宮

越後湯沢

更埴JCT

藤岡JCT

■
□
■
□
■
□
■
□
■
□
■
□
■
□
■
□
■

□
■
□
■
□
■
□
■
□
■
□

■■

■
□
■
□
■
□
■
□

■
□
■
□
■
□■□■□■□■□■□■□■

□
■
□
■
□
■
□

■■

■
□
■
□
■
□
■
□
■
□
■
□
■
□
■
□
■
□
■
□
■
□

長野新幹線

上信越自動車道

関越自動車道

上越新幹線

長野自動車道

　　　　●
富岡製糸工場

　　●
足利学校・ばんな寺

●
桐生市

■■

■■

◎

◎

土蔵を再利用したギャラリーで

現地職員さんの話を伺う保存会員
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同
じ
「
重
伝
建
地
区
」
で
あ
る

桐
生
新
町
は
、
保
存
会
員
達
も
特

に
興
味
深
く
視
て
ま
わ
っ
た
よ
う

で
、
高
山
の
と
の
違
い
や
、
取
り

入
れ
て
活
か
せ
る
点
な
ど
が
、
事

　
　
　
後
ア
ン
ケ
ー
ト
で
挙
げ
ら

　
　
　
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
①
土
蔵
を
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
　
　
と
し
て
、
の
こ
ぎ
り
屋
根

　
　
　
の
工
場
を
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

　
　
　
の
ア
ト
リ
エ
と
し
て
再
利

　
　
　
用
す
る
な
ど
、
保
存
・
修

　
　
　
理
に
限
ら
ず
、
「
活
用
」

　
　
　
に
力
を
入
れ
て
い
ら
っ
し

　
　
　
ゃ
る
よ
う
だ
。

　
②
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
催
し
て
、

地
域
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
い
う
意

欲
が
感
じ
ら
れ
た
。

　
③
地
元
の
特
産
品
を
扱
う
店
舗

が
増
え
て
い
る
と
の
こ
と
。
商
店

街
活
性
化
の
取
り
組
み
が
窺
え
た
。

　
④
重
厚
な
町
家
か
ら
は
、
当
時

の
繁
栄
ぶ
り
が
感
じ
ら
れ
た
。

　
⑤
「
重
伝
建
地
区
」
に
選
定
さ

れ
て
ま
だ
間
も
な
い
せ
い
か
、
古

い
建
造
物
と
「
新
し
い
モ
ノ
」
と

が
混
在
し
て
い
た
。
「
ス
ポ
ッ
ト

　
　
　
的
な
保
存
」
と
い
う
印
象

　
　
　
を
持
っ
た
。

　
　
　
　
日
本
の
市
町
村
が
条
例

　
　
　
な
ど
に
よ
り
決
定
し
た
伝

　
　
　
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

　
　
　
の
う
ち
、
文
化
財
保
護
法

　
　
　
の
規
定
に
基
づ
き
、
特
に

　
　
　
価
値
が
高
い
も
の
と
し
て

国
が
選
定
す
る
の
が
重
要
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
地
区
（
重
伝
建
地

区
）
で
す
。

　
地
区
内
で
は
、
伝
統
的
建
造
物

の
計
画
的
な
修
理
だ
け
で
は
な
く
、

伝
統
的
建
造
物
以
外
の
建
造
物
の

新
築
・
増
改
築
に
つ
い
て
も
、
建

造
物
の
所
有
者
・
設
計
者
・
施
工

者
・
行
政
担
当
者
が
事
前
に
話
し

合
う
、
周
囲
の
伝
統
的
建
造
物
と

調
和
す
る
よ
う
な
工
事
「
修
景
（

し
ゅ
う
け
い
）
」
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

　
先
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
⑤
に
み
ら

れ
る
よ
う
な
印
象
は
、
高
山
の
重

伝
建
地
区
に
、
連
続
し
た
町
並
み

の
質
の
高
さ
を
感
じ
て
い
る
か
ら

こ
そ
で
し
ょ
う
。

　
建
造
物
（
点
）
が
通
り
に
並
ん

で
建
ち
（
線
）
、
そ
れ
が
幾
筋
も

あ
る
（
面
）
魅
力
が
高
山
の
重
伝

建
地
区
に
は
あ
る
の
で
す
。
ま
た
、

そ
れ
を
求
め
て
、
高
山
を
訪
れ
て

下
さ
る
大
勢
の
人
が
い
ら
っ
し
ゃ

る
の
で
す
。

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
鉄
塔
撤
去
と
時
ほ
ぼ

同
じ
く
し
て
撤
去
さ
れ
た
十
六
銀

行
高
山
支
店
の
屋
上
看
板
。
こ
ち

ら
も
、
重
伝
建
地
区
に
選
定
さ
れ

る
前
に
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
　
年

ほ
ど
前
に
景
観
町
並
保
存
連
合
会

が
撤
去
を
要
望
し
、
約
束
さ
れ
た

店
舗
改
装
時
よ
り
時
期
を
早
め
て

撤
去
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
看
板
が
立
っ
て
い
た
の
は
、

重
伝
建
地
区
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
重
伝
建
地
区
内
か
ら
北

の
空
を
眺
め
た
時
、
そ
の
視
界
の

中
に
看
板
が
あ
っ
た
の
で
す
。

　
点
・
線
・
面
と
い
う
地
図
的
な

魅
力
に
と
ど
ま
ら
ず
、
３
Ｄ
的
な

魅
力
が
景
観
に
は
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
電
線
・
河
川
・
橋
・

街
路
樹
…
と
、
一
体
を
な
し
て
地

区
の
風
致
を
形
成
す
る
重
要
な
要

素
が
他
に
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　
他
の
都
市
が
既
に
失
っ
て
し
ま

っ
た
有
形
・
無
形
の
文
化
財
を
高

山
市
が
持
ち
続
け
る
に
は
、
市
民

の
大
き
な
理
解
と
協
力
が
必
要
で

あ
る
。

　
高
山
の
歴
史
を
正
し
く
知
る
た

め
に
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
文

化
財
を
、
過
去
・
現
在
・
そ
し
て

未
来
の
子
孫
へ
と
伝
え
遺
さ
れ
て

い
く
こ
と
を
切
望
す
る
。

　
高
山
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
で
、

歴
史
を
紹
介
す
る
結
び
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

美しいふるさと認証制度

　　　　　　　　　　　　　　
　ふるさとの有形無形の伝統文化や文化財の保存活用、又は美しい景観の保全などを目的とした団体や
個人の活動を認証する制度です。

　高山の長い歴史の中で生まれ育まれてきた伝統文化や美しい風景などは、市民にとって精神的な豊か
さや誇りを持つことができる貴重な財産です。これらは幾多の時代の変遷にあっても、その時々の人々
が志と情熱を持って守り受け継いできたものです。これからも、その先人の思いをより多くの市民と共
有した上でその価値を理解し、次世代に継承していくための保全や活用などの活動を大切にする必要が
あります。

　こうした財産を守り、継承していく団体を認証し、広く市民の方々に活動を知っていただくことで、
今後の活動の活力にしていただこう、それが美しいふるさと認証制度の趣旨です。認証された方の活動
は、様々な形で広報していく予定です。
　平成２５年度は５１の団体と個人１名を認証しました。（町並保存会では４団体と連合会を認証）
　認証された団体の方からは、喜びの声をいただいております。
　
　　　ぜひ、町並保存にご尽力されている皆さんの活動も認証したいと思いますので、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　高山市教育委員会 文化財課 まで推薦をお願いします。

本
誌
「
町
な
み
飛
騨
高
山
」
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
カ
ラ
ー
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
　h

t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
c
i
t
y
.
t
a
k
a
y
a
m
a
.
l
g
.
j
p
/
b
u
n
k
a
z
a
i
/
m
a
c
h
i
n
a
m
i
.
h
t
m
l

高
山
市
行
政
情
報
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ 

↑ 

市
の
組
織 

↑ 

教
育
委
員
会 

↑ 

文
化
財
課 
↑ 

保
存
会
等
の
活
動
の
ご
案
内 

↑ 

町
な
み
飛
騨
高
山

 視察後のアンケート　保存への取り組み
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高山市の伝建地区・景観保存区域の保存会　Vol.３

図書館

八幡神社

城山公園
高山陣屋

中　橋

かみいちのまち かみ

　高山市景観町並保存連合会は、高山市市街地景観保存区域の12
の景観保存会と、高山市重要伝統的建造物群保存地区の12の町並
保存会で組織されています。ここでは各号保存会をご紹介します。

ほうめいたいぐみ

保存会名：豊明台組 町並保存会（地図３）

保存会長：吉島 忠男(よしじま ただお)さん

会員軒数：36軒

該当町内：大新町１丁目

主な目印：古い町並み・国重要文化財の日下部家、吉島

　　　　　家住宅・豊明台屋台蔵・秋葉社・江名子川沿

　　　　　い布引橋の松の木、石垣の石積

主な行事：花苗配布・防災訓練

会の実績：ｸﾞﾙｰﾌﾟ自動火災報知システムの設置・消防機

　　　　　器作動点検・計画的な消火剤詰め替え・松の

　　　　　手入れ

ひとこと：当保存会は昭和35年に結成し、今年で

　　　　　35年の節目を迎えました。屋台組とい

　　　　　う、屋台を中心とした固い絆と信頼の

　　　　　もと、各組員が高い自覚と奉仕の精神

　　　　　を持って伝統文化を守り続けています。

　　　　　環境の保全・美化にも努めており、昨

　　　　　年度はフラワーコンクールで特別賞を

　　　　　受賞しました。

保存会名：上一之町上 町並保存会（地図Ｈ）

保存会長：長瀬 公昭(ながせ きみあき)さん

会 員 数：57名

該当町内：上一之町（神楽台組、三番叟組）

主な目印：上一之町上通り・神楽台、三番叟屋台蔵・秋葉社

主な行事：山王祭（春の高山祭）・秋葉社例祭・花いっぱい運動（６～１０月 年３回）・消防訓練（７月）

会の実績：神明町看板の設置、補修・各家軒下でのあじさい、アサガオのプランター栽培（６～１０月）・

　　　　　消火訓練・防災マニュアルの作成（７月）・屋台蔵木塀の改修（１２月）・街灯整備実験（ＬＥ

　　　　　Ｄ研究）・店舗照明の改善・火災報知機の設置・消防設備の点検と整備・景観維持活動・マイマ

　　　　　イガ駆除と対策（７月）など

ひとこと：当保存会は、山王祭の神楽台組と三番叟組の上一之町通り民家と商店で構成されています。この

　　　　　エリアには商店を中心とする発展会があり、保存会結成前はそちらの活動が中心でした。今後も

　　　　　連携して、先達の残してきた伝統や文化の保全・継承できるように取り組みたいと思います。
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